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【はじめに】　2008年３月から2010年７月に提出のあった「院
内緊急コール報告書」18件を検証した結果、ほぼ全事例に
おいて、心肺蘇生の実施について検証できるだけの記録が
残されていない事が明確になった。急変時刻（目撃がない
場合は発見時刻）、心停止確認時刻、モニター装着時刻など
の記載がない事や、時間の経過が不明確で有効な心肺蘇生
が実施されたかどうかを振り返る事ができない現状があっ
た。このことから、院内緊急対応における救命の連鎖が確
実に実施されたか記録において明確にする必要があること
がわかった。　急変時の記録に関しては現場で行なう場合
のみで、シミュレーションなどのトレーニングが行なわれ
ていないのが現状である。また、ICLSコースなどでも記録
における指導は十分に行われていない。そのため、急変時
に何をどのように記載すべきかトレーニングの実施が必要
であると考える。シミュレーションを交えた記録のトレー
ニングにより、看護師が院内緊急対応における記録の方法
を明確にでき実施できる事を目指す。更にこれを、院内緊
急対応における記録改善の手がかりとする。
【目的】１．シミュレーションを交えた記録のトレーニング
を実施することで、対象者が院内緊急対応における記録の
方法を明確にすることができ実施できる。２．院内緊急対
応における記録改善のための課題を明らかにする。
【方法】１．院内緊急対応における記録のシミュレーション
を実施し、そこで得られた対象者の記録結果を検証する。
２．院内統一の「急変時経過記録表」と「院内心肺蘇生報
告書」を使用する。
【対象】院内緊急対応における記録のシミュレーションに参
加した全ての看護師。
【期間】2012年７月から９月にシミュレーション実施。
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【はじめに】医療ニーズが高まり、期待される医療サービス
が多様化している中、看護師に期待される役割も多様化し
ている。外来では辛いＩＣを受けた患者に対応しきれない
ことや、支援が必要な患者を見出せないことがある。総合
相談支援課は、患者・家族に対して正確な情報に基づいて
支援を行うことを期待されながら、がん患者の情報の把握
が難しい現状があった。そこで、外来・相談室がお互いに
協働できるシステムができれば、より患者サービスにつな
げられると考え、がん患者のための連携システム（ＣＣＭ）
構築の取り組みを開始した。今回、外来看護師と相談員が
連携システムを構築する過程から見えてきた各職種の役割
を報告する。
【目的】外来看護師と相談員が連携システムを構築する過程
から見えてきた役割を明らかにする。
【方法】「外来看護師と相談員の役割分担表」と「がん患者
スクリーニング基準（外来用）」のツールを作成し、外来
看護師と共に１事例に適応した。その後事例を振り返り、
ＣＣＭの評価、及び看護師と相談員の役割について考察した。
【結果・考察】ＣＣＭを実践することで、各職種が役割を果
たしながら連携することができた。患者と家族にとっては
医療への満足感の向上、医療者にとってはやりがいの向上
につながったと考える。そして外来看護師の役割は、患者
と家族を総合的、長期的に医療と生活のプロセスを管理す
る「療養プロセスにおける継続した支援者」、相談員の役割
は、専門性の高い相談支援の提供によりシームレスな医療
を実現する「療養プロセスにおける必要時の支援者」であ
ると結論づけた。
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諏訪赤十字病院では、2010年度よりキャリア開発委員会が
主催となり看護師の専門性教育の一環とした看護ケア研修
を実施している。看護ケア研修には「緩和ケア研修」「ス
キンケア研修」「がん化学療法講座」などあり、緩和ケア研
修は2012年度で3回の開催となる。第1回、2回とも研修参加
者のニーズを基本として研修内容を企画し、就業後の時間
を使用して60分から90分の講義全5回を1シリーズとして実
施してきた。しかし、看護ケア研修の目的である看護師の
専門性を高めるために、講義の内容が限られた状況では目
的が達成されないと考えられ、がん看護に偏っていた研修
内容から、エンド・オブ・ライフ・ケアに焦点を当てたも
のに変更した。そのためにEnd-of-Life Nursing Education 
Consortium-Japan(ELNEC-J)教育プログラムを使用した研
修を行うこととした。それに合わせて2.5日集中の研修を行
うこととした。ELNEC-J教育プログラムは2000年米国看護
大学協会とカリフォルニア州の医療施設のあるCity of Hope
が作成したELNECをもとに、日本緩和医療学会が開発した
ものである。10のモジュールからなりたっており、がん看
護に偏る傾向にある緩和ケアとは異なり、倫理問題や高齢
者のケア、文化的背景、臨死期のケアなど多岐にわたった
内容となっている。講義の形式はティーチングだけでなく
ロールプレイや事例検討などであり、研修者が明日から活
かせるようにされたプログラムである。このプログラムを
使用して実施した緩和ケア研修の研修者の満足度や理解度、
今後への課題を明らかにしたい。
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【はじめに】Ａ病院では、Ｈ２２年に、遺族からの意見と葬
儀社へのアンケート調査をもとにエンゼルケアマニュアル
（以後マニュアルとする）の改正を行い、以後、ケアの質の
向上を目的に、毎年勉強会を実施している。毎年、勉強会
の参加率は上昇しているが、今年度はさらに参加率を上げ
るために、動画を含めたプレゼンテーション方法で勉強会
に取り組んだのでその結果を報告する。
【方法】マニュアルの改正：Ｈ２２年葬儀社にアンケート
調査を依頼し、集計結果より問題点を抽出し、現マニュア
ルへと改正した。1年目：緩和ケアリンクナース委員会主催
の勉強会において、看護職員を対象に従来のマニュアルと
改正後のマニュアルの変更点を列記して勉強会を実施した。
２年目：同じ主催の勉強会において、「１、ご遺体に関する
基礎知識」「２、動画（独自で作成）で見る基礎技術（４例）」
の２つのテーマで勉強会を実施した。３年目：動画をさら
に充実（６例）させ、まずは各部署代表のリンクナース委
員に勉強会を行い、その委員が各部署において全員対象に
勉強会を実施した。
【結果】１年目の参加率は１１％、２年目の参加率は３７％、
３年目の参加率は７０％と上昇した。
【考察】改正したマニュアルの職員教育において、ケアの質
を向上させるためには、勉強会に一人でも多く参加しても
らえるよう、構成を十分に検討する必要がある。今回、実
際に現場で使用している器材を利用してエンゼルケアを実
施する場面を、ＤＶＤに収録し勉強会を行った。紙面だけ
の説明よりも、動画を用いた視覚教材を利用して勉強会を
行う方が、勉強会参加率の増加につながることが明らかに
なった。今後も動画を利用した勉強会を続け、さらにケア
の質の向上へとつなげたいと考える。

10
月
18
日
㈭

一
般
演
題

 一般演題



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


